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   開 会  午後７時００分 

１．若者議会議長あいさつ 

○梅田禅之助議長 若者議会議長の梅田です。

若者議会条例第６条第１項に基づき、本日の

進行を務めさせていただきます。 

ただいまから第８回新城市若者議会市長

答申を行います。５月の第１回若者議会から

私たちは、若者が活躍できるまちを実現する

べく、様々な活動を行ってきました。８月の

第５回の若者議会では、政策中間報告を行い

ました。その後も担当課職員の方々からアド

バイスや意見をいただきながら話し合い、令

和７年度若者予算事業計画を策定いたしまし

た。本日は、若者議会市長答申として、３つ

の事業を説明します。 

 

２．事業報告 

○梅田禅之助議長 初めに、未来の育み手委

員会による「ＴＵＳＮＡＧＯ～未来共創プロ

ジェクト～」です。お願いします。 

 発表者は、加藤 廉（かとう れん）委員、

菅沼 堅太（すがぬま けんた）委員、木戸 

ゆめ（きど ゆめ）委員、片桐 萌絵（かた

ぎり もえ）市外委員です。よろしくお願い

します。 

 

○加藤廉委員 未来の育み手委員会の発表を

始めます。 

事業名は、「ＴＳＵＮＡＧＯ～未来共創

プロジェクト～」です。本事業名は、「若者

と子ども」「若者と地域」など人と人とが繋

がることで、新城市を市民が共につくってい

くことを目的としています。「繋がる」こと

を「ＴＳＵＮＡＧＯ」と表現することで、一

緒に繋がり合おうというメッセージが伝わる

ようにした。また、インパクトを持たせ、記

憶に残る政策となるようにローマ字表記にし

ました。 未来を共につくっていく仲間が市

内で増えて欲しいという想いを込めて、“未

来共創”の言葉も使いました。  

この委員会は、未来の担い手を育むため

の政策を考えました。私たちの目指す新城市

の未来とは、新城市で子どもを育てたいと思

う若者が増えること、そして若者と地域の人

が繋がるまちです。以上、２つの未来を掲げ、

その達成に向けて政策を２つ提案します。そ

して、僕たちは未来の育み手委員なので、こ

こからは紙芝居で説明していきます。 

 

○未来の育み手委員会 はじまり、はじまり。 

 

○片桐萌絵市外委員 一つ目。 

 

○未来の育み手委員会 若者と子どもの交流。 

 

○片桐萌絵市外委員 私たちの親世代は兄弟

や親戚が多かったため、学生の時には幼児と

遊んだり、面倒を見たりする機会がいっぱい

あったみたいだよ。 

 

○未来の育み手委員会 そうなんだ。 

 

○片桐萌絵市外委員 でも、今は一人っ子や

核家族世帯が多いため、中高生、大学生等が

幼児に関わる機会が極端に減り、将来子ども

を育てたり、関わったりするイメージをしに

くい環境にあるんだ。だから、若者と子ども

の交流の場を作ることで、若者は子どもたち

への共感力や思いやりを身に付けながら、子

育てや将来について考えるきっかけを作るこ

とができるよ。また、子どもたちは中高大、

専門学生のお兄さん、お姉さんとのコミュニ

ケーションの中で社会性や創造性を養うこと

ができるんだ。政策案の詳細について紹介す

るね。 

 

○菅沼堅太委員 なに、なに。 

 

○加藤廉委員 お願いします。 
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○片桐萌絵市外委員 じゃあ、説明するよ。

この政策は若者と幼児が交流するイベントだ

よ。ターゲットは幼児、約３歳から５歳、そ

の親と中高生、専門学生、大学生の若者だよ。

イベントの時間は、幼児と若者が一緒に楽し

く遊べる、約２から３時間を目安としている

よ。幼児は普段できない遊びを若者と一緒に

体験できるよ。若者は、イベントを企画・運

営する実行委員や、当日、幼児と一緒に遊ぶ

ボランティアとして参加し、交流するよ。幼

児と若者が一緒に楽しめるように、工作体験

やトイレットペーパー、絵の具、段ボール、

ティッシュなども用意するんだ。また、新城

にはめったに来ない遊具も設置するよ。 

 

○未来の育み手委員会 やった。 

 

○片桐萌絵市外委員 昼食や軽食を取れるよ

うに、キッチンカーも呼び、集客を図るよ。 

イベントの周知方法として、幼児に向けて、

市内こども園や児童館、子育て支援センター、

市役所などにＡ４チラシを設置するよ。若者

に向けては、市内の中学校、高校、専門学校

や市内の３駅、市役所及び公共施設などにチ

ラシを設置、配布するよ。他にも市ＳＮＳ等

を活用するんだ。 

最後に、費用について説明するよ。想定

される費用は、委託料の４９８千円だよ。 

 

○木戸ゆめ委員 ２つ目は。 

 

○未来の育み手委員会 ボランティア人材バ

ンク。 

 

○木戸ゆめ委員 新城市社会福祉協議会の方

のお話によると、コロナ禍を境にボランティ

アを主催する方、参加する方の高齢化が進ん

で、地域活動などの担い手が減っている現状

があると聞いているよ。実際に社協にボラン

ティアの募集の依頼があり、公式ＬＩＮＥに

情報を流しているそうだよ。地域活動の担い

手の高齢化は、地域の繋がりをなくしてしま

うよ。そうすることで、地域が活性化しなく

なったり、活気のない静かなまちになってし

まうみたい。 

 

○未来の育み手委員会 嫌だ。 

 

○木戸ゆめ委員 嫌だよねえ。 

一方で、盆踊りに中高生及び若者が参加

したことで、高齢の方々が、例年以上に楽し

むことができた様子だったと聞いているよ。

このように、若者が地域に入ることで、少し

でも盛り上がることができることがわかるね。

現在、千郷中学校では、「ちさボラ」という

ボランティアを募集する仕組みがあるみたい

だよ。多くの生徒が参加していると聞いてる

よ。 

また、新城有教館高校では、ボランティ

ア部があって、市内の日本語教室や、今年夏

に千郷小学校で開催された盆踊りに多くの生

徒が参加したと聞いてるよ。この２校以外の

中学生や高校生も学内で留まらない活動を求

めていると考えられて、その経験を生かして

自分のキャリアを描いていく仕組みが必要だ

と考えたよ。 

イベント主催者のボランティアが欲しい

という需要と、ボランティアに参加したいと

いう供給が釣り合っていると考えるよ。この

事業は、ボランティア人材が必要な団体とボ

ランティアをしたい若者が繋がることができ

る機会を提供して、持続的に地域活性化でき

るまちを目指すよ。 

政策について紹介するね。ターゲットは、

地域活動団体などと中学生以上の若者だよ。

ボランティアは必要とする団体は、市にイベ

ント情報やボランティアに関する情報は提出

するよ。その情報を、ボランティアをしたい

と思っている若者に市が情報提供をするよ。

ボランティアをしたい若者は、事前に市に登

録しておくと、その情報をメールなどで手に

入れることができるよ。 

 

○未来の育み手委員会 やってみたい。 

 

○木戸ゆめ委員 やってみたいね。 

周知は、市内の中学校、高校、専門学校

や市内の３駅、市役所及び公共施設などに、

この新しい仕組みを周知するためのチラシを、

配布する予定だよ。その他にも、市内のＳＮ
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Ｓなどを活用する予定だよ。 

最後に、費用について説明するね。想定

される費用は、チラシ、ポスターの印刷製本

費９２千円となるよ。 

これで、紙芝居での説明はおしまい。 

 

○菅沼堅太委員 私たちはこれらの政策で、

若者が将来子どもと関わるイメージを持ち、

新城市で子どもを産み育てることのイメージ

付けに繋がること、高齢化している市内の活

動やイベントに中高生をはじめとした若者が

ボランティアという形で参加しやすい環境を

つくることは、新城市が持続的に発展してい

くことに繋がると考えます。 

以上のことから、新城の子どもと触れ合

うことに関心の高い若者育成ができ、新城市

の担い手になると考え、私たちは政策を提案

します。 

 

○梅田禅之助議長 ありがとうございました。

自席にお戻りください。次に、まちづくり委

員会による「新城魅力探しの旅事業」です。

お願いします。 

発表者は、橋本 愛那（はしもと あい

な）委員、城所 英汰（きどころ えいた）

委員です。よろしくお願いします。 

 

○城所英汰委員 まちづくり委員会の事業

「新城魅力探しの旅」の発表を始めます。 

新城市の若者は新城市には何も無いんだ

という人が多いと思います。しかし、私達は

この地域が好きでまちづくりに携わりたいと

いう思いを持ち、若者議会に参加しています。 

実際には魅力ある観光地を知らないことや、

地域資源の魅力に気づけていない人が多いこ

とに危機感を持ちました。  

新城市の魅力ある地域資源を知らないこ

とで、若者が地域の魅力を話せない状態にな

ってしまい、新城市に誇りを持てないことで、

市内から市外へ出てしまっている人も多いの

ではないでしょうか。 

そんな現状を改善するために、まちづく

り委員会では「誇れるものがあるまち」そし

てその「〝誇れるもの"を共有するための交

流の機会を提供すること」を目指します。 

 新城のことを今よりもっと多くの人が好き

になって、語れるようになり、新城を出た人

も戻ってくることはできなくても関わりたい

と思えるようになると考えました。 

 

○橋本愛那委員 私たちまちづくり委員会は

２つの政策を提案します。 

 １つ目は「新城を駆け巡れ シンコウリュ

ウ」です。新城市は電車やバスの本数が少な

く、車を持っていない世代や人は、電車やバ

スの時間に生活が左右される状況にあります。

駅やバス停が無い場所に行くには時間だけで

なく労力もかかります。また、電車やバスで

移動した先の交通手段である二次交通も整備

されていません。これらの課題を解決するた

めに、レンタサイクルの推進を行います。 

 市内でアンケートをとり、レンタサイクル

の需要を調査するとともに、若者ならではの

目線でレンタサイクルのステーションの設置

場所などを提案します。また、アンケートを

行うことでレンタサイクルについて広く認知

する事にも繋がります。 

 レンタサイクルの推進を行うことで、自動

車を保有していない若者世代や、免許を返納

した高齢者の足としてレンタサイクルを活用

でき、移動の選択肢を増やすことができるほ

か、二次交通としても活用できるようにする

ことで新城市全体の活性化を図ることができ

ます。想定される費用はありません。 

２つ目の政策は「さあ開こう 新城ワー

ルド」です。 

 昨年度の若者議会の政策である、「つなが

る地域と若者の輪」のアップグレードを実施

したところ、非常に好評だったことから、事

業規模を拡大して実施します。まず、開催地

域を一箇所から各地域自治区に広げます。そ

して、参加した市内の中学生が自分の住んで

いる地域のことだけでなく、他の地域のこと

についても知ることができるように、発表を

新城文化会館にて全地区合同で行います。そ

の後、発表の内容を若者議会に共有する仕組

みづくりをします。 

 自分たちの住んでいる地域について学んだ

後に、市内の他の地域についての発表を見る

ことで、地元、新城市に誇りを持ち、それを

発表する機会を提供できます。想定される費
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用は印刷製本費３５千円、消耗品費１７千円、

施設などの使用料４５千円の、合計９７千円

です。 

以上でまちづくり委員会「新城魅力探し

の旅」の発表を終わります。 

 

○梅田禅之助議長 ありがとうございました。

自席にお戻りください。次に、若者政策委員

会による「若者政策１０周年記念事業」です。

お願いします。 

発表者は、青木 ことみ（あおき こと

み）委員、川合 美緒（かわい みお）委員、

峯田 恵太（みねだ けいた）委員、古瀬 

有菜（ふるせ ゆうな）委員です。よろしく

お願いします。 

 

○青木ことみ委員 若者政策委員会の発表を

始めます。 

 この委員会では、新城市の若者政策１０周

年に関する事業と若者総合政策の更新の２点

について検討してきました。 

まずは１０周年に関する事業について報

告させていただきます。事業名は「若者政策

１０周年記念事業」です。１０年間の若者議

会の実績を踏まえ、改めて「若者が活躍でき

るまち」とは何かを考え、その実現のために、

この新城市若者議会が新たなスタートを切る

こと、そして、新城市民や全国の若者などを

巻き込んで、新たなまちづくりを形作ること

を目指します。 

 今回私たちの提案する若者政策１０周年記

念事業では若者議会をより一層盛り上げると

ともに、市民の方々、特に市内の若者に、若

者議会の１０年の実績を通して、まちづくり

に興味を持ってもらうこと、ゆくゆくは全国

の若者が互いの活動を知り、互いに高めあい

ながら、日本全国に若者が活躍できるまちを

広めていくことを目的とします。 

政策案の詳細についてご説明します。 

まずターゲットとしては、先ほどの事業

の目的に適合するよう、市民、そして市内、

市外を含めた、全国の若者及び若者団体を対

象とします。 

 政策案の概要としては、若者議会１０周年

の周知、活動報告、及び「若者が活躍できる

まち」を目指す１０周年イベントの企画、記

念グッズの制作、ＰＲ活動です。 

 

○川合美緒委員 イベント企画についてご説

明します。 

イベント内容には、若者政策について学

んだり共有したりできるような、いわゆるま

じめな内容と若者をひきつけるためのアトラ

クションのような内容を共存させ、若者政策

に興味がある人も、ない人も、どんな人でも

若者議会が提案したイベントに関われて、若

者がまちづくりに興味が持てるようなものと

しました。 

 イベント企画では大きく分けて４つの内容

を実施します。 

１つ目は、講演会です。参加する若者が、

「自分たちも頑張りたい」と熱意を持てる、

熱くなれるような講演や、市外の若者団体の

事例発表や、若者議会１０年の成果報告を通

して、仲間の実績や活動を知り、高めあうこ

とのできる発表、若者議会経験者による「若

者議会経験談」などがこれにあたります。 

 ２つ目は、ワークショップです。テーマを

設け、それについて参加者みんなで議論をし

ます。詳細については今後検討していきます。 

 ３つ目はキャンプファイヤーです。市民も

含めて、若者の活気を感じ、若者の活躍でき

るまちづくりを表現できるような場にしたい

と考えています。 

 また、加えてここには若者が本音をぶつけ

合えるような場を設けたいと思っています。 

 ４つ目は、市民の方が楽しめるような工夫

です。例えば、市民の方が若者議会について

知ることができるよう、成果報告のパネル展

示や、イベントをより盛り上げるためのキッ

チンカーなどを呼ぶことがあげられます。 

 

○峯田恵太委員 続いて、記念グッズの作成

についてです。これまでの若者議会のパンフ

レットなどと一緒に配布できる不織布のトー

トバッグや、実用性の高いメモ帳や、ウエッ

トティッシュ、若者議会のＰＲにつながるス

テッカーを作成しようと考えています。これ

らは先ほど話した、１０周年記念イベントや

また次に話すＰＲで、若者議会が１０周年で

あること、そして若者議会自体を周知するた
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めに活用していきます。 

最後にＰＲについてです。 

 消防祭や軽トラ市をはじめとした既存の新

城市のイベントに若者議会としてブースを出

店し、先ほど紹介した配布用のグッズやこれ

までの成果物の展示、また若者議会のプロモ

ーション用ののぼりや法被などのグッズ、動

画等を活用しながら、若者議会自体の認知度

を高めるとともに、イベント参加者に対して

若者議会のイメージ調査等を行うことによっ

て、これからの活動につながるような機会に

していきたいと考えています。 

この事業にかかる想定費用については、

グッズ作成を含む１０周年記念イベント委託

費が１，３６８千円、市外若者団体講演者の

謝礼として４千円、交通費が３６千円、新城

文化会館の会場使用料が５８千円、１０周年

イベントのワークショップ用の消耗品費とし

て４千円、合計１，４７０千円の予定です。 

 

○古瀬有菜委員 続いて、私からは１０周年

に合わせた若者総合政策の見直し及び更新に

ついてご説明します。 

中間発表後、私たちの委員会では若者総

合政策の見直しにあたって、立ち上げに係わ

っていた方などにインタビューを行い、創設

当時の思いや更新にあたっての助言をいただ

きました。いただいた助言を踏まえて、これ

までの若者総合政策を見直したところ、「若

者が活躍できるまち」を実現するための４つ

の根幹の方針はしっかり定まっていたものの、

抽象的な言い回しであり、若者議会を通して

若者総合政策を具体策に落とし込めるように

するには細かい内容を立てる必要があること

が見えてきました。 

また、若者総合政策があることで、新城

市に関わる若者が自身やまちの未来を想像で

き、わくわくできるように後押しするものに

したいという共通認識を固めました。 

具体的には、ＳＤＧｓのように、いくつ

かに達成項目が分かれているロードマップを

イメージしており、これから若者総合政策を

もとに事業を作る若者議会のメンバーたちが

進捗状況を目で見て実感できるような形式を

作っていきたいと考えています。私たち若者

の思い、これまでの若者総合政策、これまで

提案されてきた若者議会の事業をベースに、

次の１０年に向けた新しい総合政策の素案を、

今年度３月を目途に完成させることを目指し

ます。完成したものは、冊子やＨＰ等の媒体

で公表し、１０周年記念イベントで発表を行

います。 

若者総合政策の更新の費用については、

新しい若者総合政策の冊子作成に伴う印刷製

本費３９６千円を想定しています。 

以上の事業等の実施により、イベントな

どを通して参加者の若者や若者議会のメンバ

ーが過去の若者議会の活動や他の事例、他の

同世代の思いなどを知ることで、新たな刺激

を受け、それぞれの活動や新たな行動につな

げることができ、「若者が活躍するまち」の

形成が推進される、と考えます。 

以上で若者政策委員会の発表は終わりま

す。 

 

○梅田禅之助議長 ありがとうございました。

自席にお戻りください。 

 

○牧野市民自治推進課長 それでは、３つの

事業の説明が終わりましたので、若者議会か

ら市長に答申を行いたいと思います。若者議

会議長は演壇前へ、市長は演壇へ移動をお願

いします。 

 

３．答申 

◯梅田禅之助議長 若者総合政策の実施に関

する答申書。 

新城市若者議会は、令和６年５月９日付

け新市自６・２・４で諮問のありました若者

総合政策の実施に関して、令和７年度若者予

算事業計画を策定しましたので、以下のとお

り答申します。 

令和７年度新城市若者予算、予算総額２，

５５３千円。 

１ ＴＳＵＮＡＧＯ～未来共創プロジェ

クト～、５９０千円。若者に新城市で子ども

を産み育てるイメージを持ってもらえるよう

に、若者と子どもの交流イベントを開催しま

す。また若者が地域と繋がるまちを目指し、

地域活動に参加できるきっかけ作りのための

ボランティア人材バンクを作ります。 
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２ 新城魅力探しの旅事業、９７千円。

新城市のことをさらに好きになり、自分のま

ちの誇れるものを語れるようになることを目

指し、レンタサイクルを推進します。また、

つながる地域と若者の輪事業の規模を拡大し、

各地域自治区において開催します。 

３ 若者政策１０周年記念事業、１，４

７０千円。若者政策のこれまでの１０年を振

り返り、新しい視点や刺激を得た上でこの先

に向けた新たなスタートを切るために、１０

周年イベントの開催、記念グッズの作成、既

存イベントにおけるＰＲ活動を行います。 

４ 若者総合政策の更新、３９６千円。

若者総合政策に基づく今までの事業を振り返

りながら、現在の若者の状況やニーズ等を反

映させた新たな若者総合政策を策定します。 

令和６年１１月５日、新城市長下江洋行

様。 

新城市若者議会議長、梅田禅之助。 

 

○牧野市民自治推進課長 自席にお戻りくだ

さい。 

 

４．市議会議長あいさつ 

○梅田禅之助議長 それではお忙しい中、出

席していただきました新城市議会議長、長田

様からごあいさつをいただきたいと思います。 

 

○長田共永市議会議長 この議場に初めて足

を運んだ時の皆さんの顔と比べ、今の顔は少

しホッとした様子、そして逞しくなっている

と思います。 

今日の答申は、君たちにとっても、この

まちにとっても大きな一歩であると、それは

断言できます。そして、この答申を、議会と

しても応援していくということは間違いあり

ません。議会だけではなく、大人としても、

若者の意見、こちらに耳を傾ける。それは大

切なことだと思います。ただし、本日の答申

はまだ君たちにとって、何も始まっていませ

ん。きつい言い方をすると、まだ、これでは

ダメです。ダメで当たり前です。今君たちが、

答申がすべて１００点を取ったら、まちづく

りとしては面白くない。これからそれぞれの

事業を切磋琢磨して、まだまだ変えていける

はずです。そして、来年度の事業をきっちり

やっていくことが議長としての願いです。 

君たちには無限の可能性がある。社会を

変えるのはいつも若者である。これは間違い

ない事実です。それをきちんと、大人として

応援していく。それも約束していきたいと思

います。その中で、個々の事業について詳し

くどうのこうの言うつもりはありませんが、

まず、紙芝居面白かったです。元気な姿を見

て、うれしいなと思いましたが、どこ行くん

だということです。自身はこのまちのすべて

の人が、一人一人が、一ＮＰＯを持っている

そんなボランティアの意識を持ってほしいな

と思っています。例えば赤ちゃんやお年寄り

は元気。それだけで、このまちにとって財産

です。若者は若者らしいボランティアの活動

があるでしょう。そして、大人は大人の、こ

のまちの未来を繋ぐやり方がある。色々な可

能性のある事業だと思います。 

そして、新城魅力探しの旅事業。よく言

われることですが、新城のまちには魅力がな

い。魅力はあるはずです。魅力がないと聞く

と私がこの場で言うことがよくあるのですが、

新城には何もないという話になると一冊の本

の話をします。「希望の国のエクソダス」村

上龍が書いた有名な小説です。これは中学生

が反乱を起こすという近未来の小説で、その

セリフに「この国には、何でもあります。本

当にいろんなものがあります。だけど希望だ

けがない。」という一文があって、当時大人

たちはその文章に熱狂したが、私はそれは間

違いであると断言できると思っています。事

実として、このまちには魅力があると気づい

たのは、それだけで君たちは、このまちに魅

力があるから、このまちを良くしようとそこ

に気付いたのではないか、改めてその気づき

を大切にしてほしいと思います。 

１０周年事業に関してですが、君たちが
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思っている以上に若者議会というのは、注目

されています。新城市議会に視察に来るほと

んどの事業が、視察対応は若者議会について、

これが一番大きいことです。君たちは若者議

会の委員であることに自信を持ってほしいし、

最初に君たちに会った時から、若者議会条例

を読んでくださいと、なぜこのまちに若者議

会条例があるか、そのことも伝えたと思いま

す。改めて東三河には、多くのまちで若者議

会、同じようなものが、これは日本全国、同

じような活動をやっている自治体は多いです。

簡単なことか、難しいことかわかりませんが、

これ全部呼んじゃえばいいじゃないのと思い

ます。そして乱暴な言い方をすれば、この３

つの事業が共通することは、全部あるんだか

ら、若者の日を制定して、全部同じ１日でこ

の事業をやれる。そんな思い切った考え方も

あると思うし、それぞれが別の方法で考えて

いく。まあ色々な考え方があるのですが、料

理の世界にまずい食材はないと言われており

ます。その食材を生かすことができない料理

人がいるだけだという言葉もあります。その

中で、君たちには答申という食材を出してい

ただきました。改めて、新城市議会議員との

施策に対する意見交換会があると思います。

我々大人は、君たちのような若い芽を摘むつ

もりもないし、君たちがこのまち、そして、

この国の未来であり、光であると感じている。

それを言わせていただいて議長からの挨拶と

させていただきたいと思いますが、最初に会

った時に個人的な宿題を出させていただいた

と思うのですが、娘からまだ時々ＳＮＳがブ

ロックされる時があるのですが、その解決方

法。笑っていいところですので、笑ってくだ

さい。そんなことも考えながら、その宿題を

誰も答えてくれない。それはあなたのせいだ

といわれるのが答えですが、それを踏まえて

いろんなことを、話し合って君たちを応援し

ていくということを述べて、議長からの挨拶

とします。頑張りましょう。 

 

５．市長あいさつ 

○梅田禅之助議長 ありがとうございました。

最後に、下江市長からご挨拶をいただきたい

と思います。 

 

○下江洋行市長 ただいま梅田議長から若者

総合政策の実施に関する３つの事業、そして

若者総合政策の更新についての答申書をしっ

かりと受けとめました。５月に諮問させてい

ただいてから、途中８月に中間報告をしてい

ただきまして、この先どういう方向に進んで

いくのかななんていうことを思いながら、本

日、皆さんが、半年間にわたって、本当にし

っかりと検討していただいた、皆さんの気持

ちがこもったご提案をいただけたことを大変

うれしく思います。まずは感謝申し上げます。 

そして同時に各事業について、今日説明

を聞きましたので、少し、１つずつ、私の思

ったことなどをお伝えしたいと思います。 

初めに、未来の育み手委員会の提案であ

りますＴＳＵＮＡＧＯ～未来共創プロジェク

トからであります。紙芝居を交えて、皆さん

のチームワークの良さが本当にしっかり伝わ

って参りました。このチームワークを生かし

て、３月までに、さらにしっかりと内容を詰

め、固めていただきたいなと思います。 

新城市では、先月でありますけれども、

市内の中学校の家庭科の授業で、いのちの授

業という授業を行いました。中学校３年生の

生徒さんに、まだ生まれて半年も経っていな

い赤ちゃんから１歳過ぎたぐらいの赤ちゃん、

そのお母さんと触れ合い、交流をする機会を

授業として行いました。結婚する前の男女の

約６割近くが、赤ちゃんや子どもと触れ合っ

たり、関わったりしたことがないっていうの

が現実なんです。そういう機会は、これから

将来、若い男女が家庭を持って、子どもがで

きて、そして自分がどういうライフデザイン

を描いていくかっていうことを考える上でも、

必要なことだと思います。これを来年、市内

に６中学校ありますので、横展開していきた

いと思っております。そうしたことからも、

皆さんが考える若者と子どもの交流イベント

の開催ということ、これは同様に重要なこと

であると思いますので、しっかりこの事業に
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ついては、皆さんの考え方を基に、力を入れ

ていただきたいと思っております。 

そして、ボランティア人材バンクを作る

という提案でありましたけれども、今新城市

の１５歳から６４歳までの、いわゆる生産年

齢人口という言い方をするんですけれども、

大体全人口に占める割合が５２％ぐらいなん

です。年々減少してきていますし、これから

も減少していきます。ですので、これからは

６５歳、さらに７０歳過ぎた年代の人たちに

は、しっかりと自身の健康管理をしていただ

いて、就業もあり、そして地域活動の参加あ

り。それを自発的にやっていくということが

求められます。それとあわせて、若者がサポ

ートして、生産年齢人口の低い割合をカバー

していくということがこれまで以上に求めら

れますし、地域の皆さん、また各団体の皆さ

んは、そうした自発的な若者を待ち望んでい

ると思っております。繰り返しになりますけ

ど、自発的な社会参加率をどれだけ上げてい

くことができるかどうかということが、この

新城市のまちづくりの持続可能性にかかって

いると言っても過言ではないと思っておりま

すので、こうした取り組み、しっかりとまず

第一歩を踏み出し、そして持続していく取り

組みにしていただきたいなと思っております。 

まちづくり委員会からご提案いただきま

した新城魅力探しの旅事業であります。自分

のまちの誇れるもの、皆さんそれぞれあると

思います。新城の誇れる宝というのは、ここ

にいるみんなが、私が思っているものすべて、

この地域の宝だと思っております。 

わかりやすく言うと、都市部、例えば豊

橋市とか名古屋市とか浜松市とか、静岡市と

か、そういう都市部の方が望んでいるものは、

都市部にないものを望んでいるんです。です

から、やっぱり田舎で、田舎暮らしがしたい

という人もいるし、それから週末になったら、

自然豊かな環境のこうした新城市の中山間地

域に遊びに来る、そういう行動をとるわけな

んです。都市部の人にとっては、都市部にな

い、望んでいるもの、それがすべてあるのが

この新城市のような中山間地域であります。

ですので、私たちの地域には自慢できる宝、

これは観光資源とかそういうことだけではな

くて人も含めてであります。そうしたものが

しっかりある地域でありますので、ぜひ、こ

うした資源を生かしていただく取り組みにな

るように期待をしております。 

そして、レンタサイクルの推進も大変期

待しております。９月８日にモビリティフェ

スタを開催しました。参加していただいた方

もいらっしゃると思いますけれども、これは

単なる自転車のレースをやるためのイベント

ではなく、この自転車もそう、もちろん自動

車、そして公共交通のバスもそう。さらには

それ以外の乗り物もそう。あらゆるモビリテ

ィの可能性を追求して、この自転車のまち新

城という取り組みが定着して、それがまちづ

くりに繋がっていくということを目標にして

いる事業であります。第１回目、この事業を

推進するのは本当に大変でした。ですけれど

も、無事に第１回目を開催することができま

したので、これをきっかけに、自転車のまち

新城の定着に向けて、また皆さんのレンタサ

イクルの推進の取り組みも、応援していきた

いと思っております。 

そして、つながる地域と若者の輪を広げ

ていくという事業でありますけれども、今年

度、鳳来東部地区で行いました。私もワーク

ショップの様子を見させていただいて、皆さ

んの本当に一生懸命やっている、１日に、わ

ずかな時間ですけれども、参加させていただ

きました。新城市には１０の地域自治区があ

りますので、これを本当に、展開していくと

いうのは、かなり労力の要る事業になると思

いますけれども、今年の開催の様子を見て、

それぞれの地域自治区の地域の皆さんは、そ

うした若者の取り組み、また若者がそういう

ことを地域に働きかけてくれることを待ち望

んでいると思います。ですので、大変マンパ

ワーの面とか労力要る事業になるかと思いま

すので、それに必要な、また行政のサポート

もしっかりと考えていきながら、この事業が

成功するように、皆さんで取り組んでいただ

きたいと思っております。 

そして、最後に、若者政策委員会からご

提案いただきました若者政策１０周年記念事

業であります。若者議会、若者政策のこれま

でに至る１０年の積み重ね、この実績は、私

たちのこの新城市だけにしかない、若者の活

躍できるまちづくりの大きな大きな礎になっ

ています。ですから皆さんは、自信を持って

いいと思うし、自信持ってくれていると思い
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ます。 

総合政策の見直しについては、大胆に見

直すというよりも、やはりこの若者総合政策

に参加してみたくなるような仕組み。そして

若者から斬新なアイデアが出しやすいような

仕組み、環境を基本に考えていただきたいと

思っております。これは前回の中間発表のと

きにも同じようなことを言いました。それを

やはり考え方の基本に置いて欲しいという私

は思っております。そして、その素案を３月

に完成して、お示しいただけるということで

あります。この若者議会１０年の節目を、さ

らなる次のセカンドステージにつなげて大き

く飛躍していくことができるようなご提案を

考えていただくことを期待しております。 

そしてやはりそのためにも、この市内だ

けでなくて市外、そして県外、さらには海外

のユースとの交流の場をもっともっと広げて、

外の幅広い視点を持って、若者政策に取り組

んでいただきたいと思っております。 

まとまりませんけれども、皆さんの今日

の発表を聞きながら、私が思ったことを伝え

させていただきました。皆さんが本当にこの

まちを良くしたいという思いで、ご提案いた

だけた、それがしっかりと私にも伝わってき

ましたし、何よりも、大人は、そして地域は、

若者の力を必要としております。引き続き皆

さんに力を合わせて若者政策推進のために、

取り組んでいただくことをお願いします。も

ちろん、今日はまだ通過点です。これからし

っかりと詳細にわたって、皆さんが事業の内

容を詰め、そして最終的に令和７年度の新城

市の事業として、提案をするという手続きに

なって参ります。そして、来年の３月の議会

に諮るということでありますので、先ほど議

長さんからも皆さんに対する考え方が示され

ました。しっかりと議会の議員の皆さんとの

意見交換でも、皆さんの考え方、提案が、し

っかりと伝わるように、これから進めていた

だきたい、準備をしていただきたいと思って

おります。 

まずは、今日の答申を受けまして、今後

さらに、皆さん、まずは３月までの活動に期

待をしますとともに、これまでの半年間の取

り組みにお礼を申し上げます。 

そして、メンターの皆さん、さらに皆さ

んの活動を理解してくださった家族の皆さん

への感謝の気持ちを忘れずに、この過ごした

半年間を、本当に大切に思って次の半年間、

さらに頑張っていただきたいと思います。本

日は大変お疲れ様でした。ありがとうござい

ました。 

 

○梅田禅之助議長 ありがとうございました。

この答申を踏まえ、各委員会事業をよりよい

ものとし、若者が活躍できるまちへ向け、若

者議会一同、一致団結して進めて参ります。 

これをもちまして、第８回新城市若者議

会市長答申を閉会させていただきます。 

 

 

閉 会  午後７時５３分 


